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3 堂の本・石橋地区

(1)基本層序 (第338図 )

大柿遺跡は吉野川とその北岸から流れ込む支流によって形成された中洲性の微高地状に立地 してい

る。堂の本・石橋地区は大柿遺跡の調査区内に存在 している二つの微高地の内、西側の微高地のほぼ中

央部分に位置 してお り、現地表面の標高は北側の高い部分で約82mを 測る。地形は南の吉野川に向かっ

て緩やかに傾斜 してお り、調査区内において遺構面は 1面確認されている。

(2)遺構と遺物

① 第 1遺構面 (第340～ 385図 )

堂の本・石橋地区において検出された遺構は、竪穴住居 2軒、土坑10基、小穴158基、集石 1基、自然

流路 2条、不明遺構 1基である。

a)竪穴住居

1号竪穴住居 (SB1001)(第386図 )

(遺構)Loc.1・ γⅢ・Elグ リッド～Flグ リッドにかけて検出された。平面形状は不明である。埋土は

暗オリーブ褐色粘質土、 1層である。柱穴や周溝などの施設は検出されていない。

(遺物)図化可能な遺物は出土 していない。

2号竪穴住居 (SB1002)(第387図 )

(遺構)Loc.1・ γⅢ・D2グ リッド～E2グ リッドにかけて検出された。平面形状は不明である。埋土

は暗オリーブ褐色粘質土、 1層 である。柱穴や周溝などの施設は検出されていない。

(遺物)図化可能な遺物は出土 していない。

b)土坑

1号土坑 (SK1001)(第388・ 389図 )

(遺構)Loc.1・ δⅡ・K18グ リッドで検出された。平面形状はやや不整形な楕円形で、長軸154cm、 短

軸128cm、 深さ104cmを 測る。断面形状は逆台形である。埋土は3層 に分層され、 1層 暗オリーブ褐色粘

性砂質土、 2層 にぶい責褐色粘性砂質土、 3層責褐色粘性砂質土である。

(遺物)1は土師器の杯である。

8号土坑 (SK1008)(第 390。 391図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・s2グ リッドで検出された。平面形状はやや不整形な楕円形で、長軸72cm、 短軸

59cm、 深さ20cmを 測る。断面形状は船底状である。埋土は灰オリーブ粘性砂質土、 1層 である。遺構検

出面上面を中心として遺物が出土 している。

(遺物)1・ 2は土師器の椀である。 3は土師器の釜である。 4は土錘である。
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9号土坑 (SK1009)(第 392・ 393図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ oS2グ リッドで検出された。平面形状は精円形とみられ、西側は調査区外に延び

ている。残存値で長軸92cm、 短軸56cm、 深さ16cmを測る。断面形状は二段形である。埋土は 2層 に分層

され、 1層灰オリーブ粘性砂質土、 2層灰オリーブ砂質土である。

(遺物)1は土師器の杯である。 2は須恵器の壼である。

10号土坑 (SK1010)(第 394・ 395図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・R2グ リッドで検出された。平面形状は楕円形とみられ、東側は調査区外に延び

ている。残存値で長軸106cm、 短軸50cm、 深さ15cmを測る。断面形状は二段形である。埋土は灰オリーブ

粘性砂質土、 1層 である。

(遺物)1は陶器の皿である。

c)月 穴ヽ

148号小穴 (SPl148)(第 396・ 397図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・T2グ リッドで検出された。平面形状はほぼ円形で、直径30cm、 深さ29cmを 測る。

底部の形状は九底である。埋土は灰オリーブ粘性砂質上、 1層 である。

(遺物)1は須恵器の秦である。

154号小穴 (SPl154)(第 398・ 399図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ oS2グ リッドで検出された。平面形状はやや不整形な円形で、直径26cm、 深さ 5

calを 測る。底部の形状は丸底である。埋土は灰オリエブ粘性砂質土、 1層 である。

(遣物)1は須恵器の椀である。

d)集石

1号集石 (SU1001)(第400。 401図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・Q2グリッド～R2グ リッドで検出された。握 り拳大の砂岩礫を中心としており、

大きなものでが人頭大ほどのものも存在 している。幅は南北で190cmを 測 り、東西方向は調査区外に延

びている。明瞭な掘 り方などは検出されていない。

(遺物)1は土師器の椀である。 2は土師器の小皿である。 3は土師器の脚台付 きの皿である。 4は土

師器の釜である。 5～ 7は土師器の釜の脚部である。 8土師器の情鉢である。 9は須恵器の椀である。

10は陶器の壼である。11は青磁の碗である。

e)溝

1号溝 (SD1001)(第402図 )

(遺構)Loc.1・ δⅡ・117グ リッドで検出された南北方向に延びた溝である。規模は長さ0.9m、 幅0.09

m、 深さ0.4mを測る。断面形状は逆台形である。埋土は黄灰色粘性砂質土、 1層 である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。
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フ号溝 (SD1007)(第403図 )

(遺構)Loc,1・ γⅢ・Blグ リッドで検出された東西方向に廷びた溝である。規模は長さ1.8m、 幅1.52

m、 深さ0,2mを測る。断面形状はやや不整形な船底状である。埋土は 2層 に分層され、 1層 オリーブ褐

色粘性砂質上、 2層暗灰黄色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出上 していない。

f)自然流路

1号自然流路 (SR1001)(第404・ 405図 )

(遺構)Loc.1・ δ Ⅱ oR17グ リッドで検出された。規模は長さ6.lm、 幅1.59m、 深さ0.38mを 測る。断

面形状はやや不整形な船底状である。埋土は3層 に分層され、 1層灰オリーブ砂質土、 2層 オリープ褐

色砂質土、 3層暗灰黄色砂質土である。

(遺物)11よ土師器の杯である。 2は土師器の椀である。 3は須恵器の蓋である。 4は陶器の甕である。

5は染付の皿である。

2号自然流路 (SR1002)(第406図 )

(遺構)Loc.1・ γ Ⅱ oJ20グ リッド～K19グ リッドにかけて検出された。規模は長さ11.3m、 幅 3m、 深

さ0.2mを測る。断面形状は逆台形である。埋土は暗灰責色粘質土、 1層 である。

(遺物)図化可能な遺物は出土 していない。

g)不明遺構

1号不明遺構 (SX1001)(第 407図 )

(遺構)Loc.1・ δⅡ・H17グ リッド～117グ リッドにかけて検出された。規模は長軸4.Om、 短軸1.2m、

深さ0。45mを 測る。埋土はにぶい責褐色粘質土、 1層 である。

(遺物)図化可能な遺物は出土 していない。
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第338図  堂の本・石橋地区土層柱状図



15  H6  ‖7 118  19

15  116  117  118  119  120  11   12

16 117  18  19 1  12  13

16 117  18 119

第339図 堂の本 。石橋地区平面割付図 (1/50用 )

―…226-―

珂  12  13



キ

ャ

キ

ャ

‐

17

第340図 堂の本・石橋地区遺構配置図① (1/50)
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第341図 堂の本・石橋地区遺構配置図② (1/50)
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第342図 堂の本・石橋地区遺構配置図③ (1/50)
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第343図 堂の本。石橋地区遺構配置図④ (1/50)
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第344図 堂の本・石橋地区遺構配置図⑤ (1/50)
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第345図 堂の本・石橋地区遺構配置図⑥ (1/50)
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第346図 堂の本・石橋地区遺構配置図⑦ (1/50)
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第347図 堂の本。石橋地区遺構配置図③ (1/50)
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第348図 堂の本・石橋地区遺構配置図③ (1/50)
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第349図 堂の本・石橋地区遺構配置図⑩ (1/50)
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第351図 堂の本・ 石橋地区遺構配置図⑫ (1/50)
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SR1001

第352図 堂の本・ 石橋地区遺構配置図⑬ (1/SO)
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トーン部分 Iま撹乱

第353図 堂の本や石橋地区遺構配置図⑭ (1/50)
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第354図 堂の本・石橋地区遺構配置図⑮ (1/50)
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トーン部分は撹乱

第355図 堂の本・石橋地区遺構配置図〇 (1/50)
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第356図 堂の本・石橋地区遺構配置図⑦ (1/50)
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第357図 堂の本・石橋地区遺構配置図⑬ (1/50)
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トーン部分は撹乱

第358図 堂の本・石橋地区遺構配置図⑩ (1/50)
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トーシ部分は撹乱

第359図 堂の本・石橋地区遺
―
構配置図⑩ (1/50)
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トーン部分は撹乱

第360図 堂の本・石橋地区遺構配置図④ (1/50)
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第361図 堂の本・石橋地区遺構配置図② (1/50)
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第362図 堂の本。石橋地区遺構配置図⑬ (1/50)
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第363図 堂の本・石橋地区遺構配置図② (1/50)
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トーン部分は撹乱

第364回 堂の本・石橋地
―
区遺構配置図⑮ (1/50)
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第365図 堂の本。石橋地区遺構酉E置図④ (1/50)
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第366図 堂の本 ,石橋地区遺構配置図② (刊 /50)

―-253-―



トーン1部分は撹乱

080

第367図 堂の本・石橋地区遺構配置図⑮ (1/50)

-254-



トーン部分は鳩乱
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第368図 堂の本・石橋地区遺
―
構配置図④ (1/50)
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第369図 堂の本。石橋地区遺構配置図⑩ (1/50)
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第370図 堂の本・石橋地区遺構配置図③ (1/50)
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第371図 堂の本・石橋地区遺構配置図⑫ (1/50)
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第372図 堂の本・石橋地区遺構配置図⑬ (1/50)
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第373図 堂の本・石橋地区遺構配置図⑭ (1/50)
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第374図 堂の本・石橋地区遺構配置図⑮ (1/50)
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第375図 堂の本・石橋地区遺橋配置図⑩ (1/50)
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第376図 堂の本・石橋地区遺構配置図⑫ (1/50)
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第377図 堂の本。石橋地区遺構配置図⑭ (1/50)
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トーン部分は鶴乱

第373図 堂の本・石橋地区遺構配置図⑩ (1/50)
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第379図 堂の本・石橋地区遺構配置図⑩ (1/50)

-266-



‐
　
　
　
‐
‐
Ｄ」

第380図 堂の本・石橋地区遺構配置図① (1/50)
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第381図 堂の本・石橋地区遺構配置図⑫ (1/50)
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第382図 堂の本・石橋地区遺構配置図⑬ (1/50)
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第383図 堂の本

トーン部分は撹乱



トーン部分 tよ撹乱

第384図 堂の本・石橋地区遺構配置図⑮ (1/50)
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第385図 堂の本。石橋地区遺構配置図⑮ (1/50)

―-272-―



W

より要獣

嘲 。

磯

二 ―

第叡ytt sB10021平断面図 (1/50)
W       E

時 31割珀

 ‰

第3鶴図 SElo01平断面図 (1/50)

-273‐



6

W
L=8110m

第389図 SK1001出土遺物

第388図  SK1001平凶FF面図

影

臆
嘲
／
①

4

|‐

雄
第391図 SK1008出土遺物

第390図 SK1008平断面図

-274-



｀
                                   2

第393図 SK1009出土遺物

惚碑 g

SI引早
男396図  SPl14ぴ平断面図

翻
1

SPl148出土遺物

NI

目引ギ毛より斜評饉
SI

第398図 SPl

w                   E
L=8090m         ▲  ムム

障

日 E

)イ
ー

)ト

界394図  SK1010平 凹i]団 図

第395図 SK1010出土遺物

く罵
ξ:::::::三 :三:三::こ

「
三::三三子

~~~~~― ―――――――――――――
「

ラ,'PJ

第399図 SPl154出土遺物

界 392図  SK1009平 断面 図

半 引 プ

図面

‐卜
隠
隠
燿
べ
飛

肘
甲
当

剛

Ｚ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
１

＼
翻

―-275-―



~~  2

~lX 3

W

第400図  SU1001平 !研面図 岡
脚
Ⅷ
切

一

１

鍮
鞘
ｐ

Ｄ

○

(X塑涅
琴

'4
＼ 〆凋鞘

碧    
ヨ呵照熙

レ

9

天
~~司

第401図

-276-―

SU1001出土遺物

○



a

L=8150m
a

界406図  SR1002断面図

L=8150m

第402図  SD1001断 F罰図

第404図 SR1001断面図

＼_ _「 一 ~~ジ
1 ~2 ≦ 峯 =重

垂 重 塾 三 三 三 =皇 ≦ 3

く煮竃Ξ≡萱暫百藤
pp 5

第405図 SR1001出土遺物

a

L=8020m
b

男403図  SD1007断 面図

―-277-―



3

L■91,30お

第硼  SX4001‐ギ断面回 (1/m)

-278.一



徳島県埋蔵文化財センター調査報告書 第60集

四国縦貫 自動車道建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告 31

大柿遺跡Ⅲ

《第1分冊/池田地区 大船戸地区 堂の本・石橋地区》

発行日 2005年 9月 30日

編 集 財団法人 徳島県埋蔵文化財センター

〒779-0108 徳島県板野郡板野町犬伏字平山86番 2

TEL(088)672-4545  FAX(088)672-4550

発 行 徳 島 県 教 育 委 員 会

財団法人 徳島県埋蔵文化財センター

日  本  道  路  公  団

印 刷 徳 島 県 教 育 印 刷 株 式 会 社


